
関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号 :平成 23・ 09・ 06原第 3号 99

成績書管理番号 :01

全静 φ午 宅月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請=覧表のとおり

3検会期日   :自 紳 ξ 年 紫月 ′メ日

雫塗朔む(1午 宝月〃日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者 ― 検査結果一覧表のとおり

6検査結果   検査結果―索奈のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :01

r



検査申講書番号

(申請年月自)

関原発第2

関原発第4

関原発第2

関原発第 6

関原発第2

35号

51号
06号

20号
11号

45号

(平成 23年 9月 6

(平成 24年 1月 2

(平成 28年 7月 6

(2020年 3月 2

(2022年 7月 1

(2022年 12月

日)

7日 )

日)

4日 )

日)

15日 )関原発第5

成績書管理番号 :01

検査申請二覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記するЬ

≧



検査結果=覧表

成績書管理番号 :01

皓

特記事項

Tゴ t

検査立会賣任者

対7う_夕ど′/1主任技術者

原子力検査官

九
レ が可 虚 施

＼

|

セ永 彰

検査結果

甍

検査年月日

夢静●年

貿月 〃 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用:前検査記録
I

共通事項
成績書管騨番号 :01

検査年月 日 i渥功醇Ⅲ 年 貶 月 ノ/ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備 考

本検査 に係 る使用前

検査 申請書 (変更申

請を含むb)が 準備 さ

れていること。

記録確認 Q

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書 どお りである

こと。

記録確認
Θ

・ 一

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認 Q・ ァ

1日 電気事業法に基づ

き旧独立行政法人原

子力安全基盤機構に

て実施 されたイ項使

用前検査 (1号検査

の一部 )が 終了 して

いることを 「使用前

検査成績書」(1}検

要 (高浜 2)使 イ 0

1)に より確認する。

記録確認 O

〕

坪



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
生 I    (二 号検査)

成績書管理番号 :01
′
検査年月日 :抑 す 年 父 厚 // 口
.検
査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

オ父査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑬・ァ

必要な図面等が準備されていることと 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良:○

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良・〇

√



:             添付資料 3● 2

関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録
(∵号検査)

成績書管理番号 :01

検査年月日 :ノ会和可
~年
 貶 月 〃 日

、           検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 姑 象

原子炉冷去,系統施設

r次冷却材♂)循環設備

主要弁、主配管

化学体積制御設備

主要弁、主配管

別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が
=事
計画に従い製作

されて据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

鹿
①

錦

備考

。目視で確認した範囲 :添付資料
´
3二 3参照

√



添付資料 3二 3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(一号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 :01

査年月日:受燕 す年 夕 月:′ // 日
検査場 F~万 i関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項目 測定値等 検査結果 検査方法

2-8379B

外観検査

組立て及び据付け状態

を確認する検査 :

(撤去されていること)

&

目視

弁 (2-8879B)

一次冷却材管ル■プA

(閉止キャップ)

外観検査

組立て及び据付け状態

を確認する検査
癸

弁 (2-8379B)

一次冷却材管ループ A｀

(待機系)

外観検査      !
組立て及び据付け状態

を確認する検六且

(撤去されていること)

挺

備考

タ



関 西 電 力 株 式 会 社

高浜発電所  第 2号 機

構造、強度又は漏 えいに係 る

使 用 前検 査 成 績 書

11検計受使=0066 1

原子炉冷去「系統設備

す次冷去Π材の循環設備 (主要弁、主西己管)

化学体積制御設備 (主要弁、主配管)

11検要 (高浜 2)使イ01

名

名

備

統

設

系

要領書番号

″



と。発 電 所 名

2.検 査 の 種 類

3.検 査 申 請

4.検 査 期 日

5。 検 査 場 所

6.検 査 結 果

7.添 付 資 料

使 用 前 検 査 成 績 書

関西電力株式会社 高浜発電所第2号機

構造、強度又は漏えいに係る原子炉冷却系統設備のうち

一次冷去「材の循環設備 (主要弁、主配管)及び

化学体積制御設備 (主要弁(主配管)の使用前検査

使用前検査申請番号

関原発第 2d5!号  (平成23年 9月 む日)

平成23年 //月 /と 日
平成 ″々年― /月 お 日

関西電力株式会社 高浜発電所
福井県大飯郡高浜町田ノ浦

三菱重工業株式会社 原子力事業本部 (4申戸・二見地区)
兵庫県神戸市兵庫区和田崎町

検査結果一覧表のとおり

(1)検査前確認事項

(2)外観検査記録

(3)据付検査記録   I
(4)耐圧検査、漏えい検査記録

(5)検査用測定機器一覧表

自

至

ア



8.検査実施者

＼
野

特 記 事 項

πよ  し

/ょ  し

検査立会責任者   印
ボイラー・タービン主任技術者

電気工作物検査員   印

み 鰺
ウ !

|   て,ぐヽ

と、ヤ 久

検査年月日

孝へ2`3午

|1鳥 子も日

孝炭Z今勿

1囲 1う日



検 査
｀
結 果 覧 表 (1/4)

系統名 : 一次冷去|]材の循環設備

ゝ
＼

備  考検査立会責任者 印

平成  ´年  月  日

ボイラー 。タービン

主任技術者

平成  年  月  日

電気工作物検査員 印

構造検査

据付検査 (撤去)
＼

平成  年  月  日

平成  年  月  日

2-8379B

デ|(2-8879B)

1次冷却材管
ループA ´

主
要
弁

主
酉己
管



検 査 結
`果

覧 表 (2/4)

(続き)

＼
ド

備  考

″とヤ々/7考彩密

検査立会責任者 印

平成君年//月 /込 日

ボイラー・タービン

主任技術者

平成  年  月  日

ボイラー 。タービン

主任技術者

電気工作物検査員    印

強度 。漏えい

検査

平成Z∂年′′月/b日

ヽ

段

平成  年  月  日

構造検査

外観検査 据付検査

平成  年  月  日

平成  年  月  日

めゝ蕪ヽ
三
年 月   日

＼

平成 日

検査範囲

ジ|(2-8879B)

1次冷却材管
ループA

閉
止
キ
ヤ
ツ

プ



検 査・ 結 果 覧 表 (3/4)
系統名 : 化学体積制御設備

挽

備  考検査立会責任者 印

平成たメ年/月 /じ 用

ボイラマ・夕~ビン
主任技術者

平成だ軍年 /月 /3日

ボイラー 。タービン

主任技術者

平成父″年 /月 /ご 日

ボイラー tタエビン

主任技術者

電気工作物検査員    印

構造検査

据付検査 (撤去)

平成Z9年 /月 /'日

詫

平成クチ年/月た升日

平成24年 /月 /ジ 日

え

検査範囲

2-8379A

抽出水再生クィラ

弁 (2-8146、  2-8147)

弁  (2-8147)

弁 (2-8379B)

主
要
弁

主
配
管



検 査 結
f果

覧 表 (4/4〉 ヽ

(続き)

ヽ
漁

備  考検査立会責任者 印

平成フを7年 /月 /じ 日

ボイラー・タエビン

主任技術者

電気工作物検査員 印

強度・漏えい

検査

平成ノア年/郷 /ジ日

λ

構造検査

据付検査

平成́ 字年 /月 /ジ日

Й

外観検査

平だ字年/月 /多 日

ヽ

発

検査範囲

抽出水再生クーラ

ジ書(2-8146)

主
配
管



系統名 :一次冷却材の循環設備

検査項目 :外観検査

(1)検査前確認事項

系統名 :化学体積制御設備

検査項目 :外観検査

(1)検査前確認事項

高浜発電所第 2号機 検 査 前 確 認 事 項

添付資料-1-(1)

〔検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所〕

Z4 |

〔検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所〕

確 認 事 項 確認方法 確認対象 結果 備考

事業者の品質記録が準備されているこ

と。
記録 品質記録

必要な図面が準備されていること。 記録
工事計画認可

申請書添付図面

確 認 事 項 確認方法 確認対象 結果 備考

事業者の品質記録が準備されているこ

と。
記録 品質記録 段

必要な図面が準備されていること。 記録
工事計画認可

申請書添付図面 み

｀
/す



添付資料-1-(2)

高浜発電所第 2号機 検 査 前 確 認 事 項

系統名 :一次冷去]材の循環設備

検査項 目 :据付検査

(1)検査前確認事項

〔検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所〕

検査項 目 :据付検査

(1)検査前確認事項

検査年月 日 平 2今年 1月 13日

〔検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所〕

確 認 事 項 確認方法 確認対象 結果 備考

事業者の品質記録が準備 されている

こと。
記録 品質記録

必要な図面が準備 されていること。 記録
工事計画認可

申請書添付図面

確 認 事 項 確認方法 確認対象 結果 備考

事業者の品質記録が準備 されている

こと。
記録 品質記録 茨

必要な図面が準備 されていること。 記録
工事計画認可

申請書添付図面 砲

′び



添付資料 -1-(3)

高浜発電所第 2号機 検 査 前 確 認 事 項

系統名  :一次冷去「材の循乗設備

検査項 目 :耐圧検査

(1)検査前確認事項

検査年月 日 平 二3年 アr 売 /と  日

〔検査場所 :三菱重工業株式会社 原子力事業本部 (神戸 。二見地区)〕

確 認 事 項 確認方法 確認対象 結果 備考

事業者の品質記録が準備 されている

こと。
記録 品質記録 良

必要な図面が準備 されていること。 記録
工事計画認可

申請書添付図面 良

使用する検査用測定機器が適正に校

正され、校正有効期限内であること

及び必要な測定範囲、測定精度を有

していることを確認する。

記録 校正記録 良

系統構成が確立されていること。 目視

使用前検査実施要領書

添付資料 -2(1/3)
「耐圧検査、漏えい検

査要領図 (工場)」

良

主要弁及び主配管撤去後の以下の設

備について、事業者の品質記録によ

り技術 上適切であることを確認す

る。
・―次冷却材の循環設備の うち、 1

次冷却材管ループ A合流点 (低温
側)に据付ける閉上キャップの材
料検査記録、寸法検査記録

記録 品質記録 良

/ク



系統名  :一次冷却材の循環設備

検査項 目 :耐圧検査

(1)検査前確認事項

高浜発電所第 2号機 検 査 前 確 認 事 項

添付資料-1-(4)

〔検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所〕

確 認 事 項 確認方法 確認対象 結果 備考

事業者の品質記録が準備 されている

こと。
記録 品質記録 ＼

必要な図面が準備 されていること。 記録
工事計画認可

申請書添付図面 ＼
使用する検査用測定機器が適正に校

正され、校正有効期限内であること

及び必要な測定範囲、測定精度を有

していることを確認する。

記録 校正記録 ＼
＼

系統構成が確立されていること。 目視

使用前検査実施要領書

添付資料-2(2/3)
「耐圧検査、漏えい検

査要領図 (発電所 ).」

′〆



系統名  :化学体積制御設備

検査項 目 :耐圧検査

(1)検査前確認事項

高浜発電所第2与機  検 査  前 確  認  事 項

添付資料-1-(5)

検査年月 日 :  平 24年
'月 'う

日

〔検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所〕

確 認 事 項 確認方法 確認対象 結果 備考

事業者の品質記録が準備 されている

こと。
記録 品質記録 氏

必要な図面が準備されていること。 記録
工事計画認可

申請書添付図面 ん
使用する検査用沢J定機器が適正に校

正され、校正有効期限内であること

及び必要な浪J定範囲、測定精度を有

していることを確認する。

記録 校正記録
ヽ

命

系統構成が確立されていること。 目視

使用前検査実施要領書

添付資料二2(3/3)
「耐圧検査、漏えい検

査要領図 (発電所)」
虎

主要弁及び主配管撤去後の以下の設

備について、事業者の品質記録によ

り技術上適切で あるこ とを確認す

るも

化ヽ学体積制御設備の うち、管継手

(テ ィー)撤去部に据付ける主配
管の材料検査記録、寸法検査記録

記録 品質記録 虎

/タ



高浜発電所第 2号機

系統名  :一次冷去,材の循環設備

検査項目 :漏えい検査    |

(1)検査前確認事項

系統名  :一次冷却材の循環設備

検査項目 :漏 えい検査

(1)検査前確認事項

添付資料-1-(6)

〔検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所〕

検 査 前 確 認 事 項

絵 査 年 月 日 :  平 ユ3年 //月 ウど日

〔検査場所 |三菱重工業株式会社 原子力事業本部 (神戸・二見地区)〕

確 認 事 項 確認方法 確認対象 結果 備考

事業者の品質記録が準備 されている

こと。
記録 品質記録 良

必要な図面が準備 されていること。 記録
工事計画認可

申請書添付図面 良

使用する検査用測定機器が適正に校

正され、校正有効期限内であること

及び必要な測定範囲、測定精度を有

していることを確認する。

記録 校正記録 良

系統構成が確立されていること。 目視

使用前検査実施要領書

添付資料-2(1/3)
「耐圧検査、漏えい検

査要領図 (工場)J
良

確 認 事 項 確認方法 確認対象 結果 備考

事業者の品質記録が準備 されている

こと。
記録 品質記録

工事計画認可

申請書添付図面

＼
必要な図面が準備されていること。 記録

記録

目視

＼
使用する検査用測定機器が適正に校

正され、校正有効期限内であること

及び必要な測定範囲、測定精度を有

していることを確認する6

系統構成が確立されていること。

校正記録

使用前検査実施要領書

添付資料-2(2/3)
「耐圧検査、漏えい検

査要領図 (発電所)」

Zθ



系統名  :化 学体積制御設備

検査項 目 :漏 えい検査

(1)検査前確認事項

高浜発電所第 2号機 検 査 前 確 認 事 項

添付資料-1-(7)

検査年月 日 :  平 24い年
'月
)'日

〔検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所〕
、確 認 事 項 確認方法 確認対象 結果 備考

事業者の品質記録が準備 されている

こと。
記録 品質記録 発

必要な図面が準備 されていること。 記 録
工事計画認可

申請書添付図面 λ
使用する検査用測定機器が適正に校

正され、校正有効期限内であること

及び必要な測定範囲、測定精度を有

していることを確認する。

記録 校正記録

系統構成が確立されていること。 目視

使用前検査実施要領書

添付資料T2(3/3)
「耐圧検査、漏えい検

査要領図 (発電所)」
免

2/



添付資料r2-(1)

高浜発電所 第 2号機  タト観 検 査 記 録

検査場所
―: 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷去p材の循環設備

判定基準
有害な欠陥 (表面のかき傷、摩耗、クランク、腐食等の欠轟伯の

9 ち、機器の健全性に影響を及ぼすもの)がないこと。

検査範囲 検査方法 検査年月日 検査結果

ヽ

閉
止
キ
ヤ
ツ

プ

弁 (2-3879B〉

1次冷却材管
ループ A

目 視 年  月  日

備 考

£芝



添付資料-2-(2)

高浜発電所 第 2号機  タト観 検 査 記 録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 化学体積制御設備

判定基準
有害な欠陥 (表面のかき傷、摩耗、クランク、腐食等の欠陥の

うち、機器の健全性に影響を及ぼすもの)がないこと。

検査範囲 検査方法 検査年月 日 検査結果

主
配
管

抽出水再生クーラ

弁 (2-8146)

目 視 平成 Z今 年 十 月

'3日

ヽ

財

備 考

港



添付資料二3-(1)

高浜発電所 第2号機 据付検査記録 (撤去 )

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : =次 冷却材の循環設備

判定基準
工事計画のとおりに据付施工されており、技術基準に適合し

ないものでないこと。

検査年月 日 検査結果検査範囲 検査方法

目 視 平成  年  月  日

＼
　
主
要
弁
2-8379B

平成  年  月
主
配
管
1次冷却材管

′

ァレー プ A

チド(2-8379B)

目 視

備 考
。一次冷却材の循環設備の主要弁 (2-8379B)及び主配管 (弁 (288793)～ 1次冷却材管
ループ
.A)が
認可された工事計画に従い撤去されていることを確認。

2/



添付資料 -3-(2)

高浜発電所 第2号機  子居イ寸本父査証ユす飛

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷去,材の循環設備

判定基準
工事計画のとおりに据付施工されており、技術基準に適合し

ないものでないこと。

検査年月 日 検査結果検査範囲 検査方法

年  月  日

閉
止
キ
ャ
ツ
プ
1次冷却材管
ループA

弁

目 視

ど子



添付資料-3-(3)

高浜発電所 第2号機 据付検査記録 (撤去)

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 化学体積制御設備

判定基準
工事計画のとおりに据付施工されており、技術基準に適合し

ないものでないこと。

検査範囲 検査方法 検査年月 日 検査結果

主
要
弁

2-8379A 目 視 平成2今 年 十月 |う 日
ヽ

カ

主
配
管

抽出水再生クーラ

ヴ|(2-8146、  2-8147)

目 視 平成2+年 十月,3日
ヽ

琵

弁 (2-8147)

弁 (2-8379B)

目 視 平成21‐年 十月 1多 日
ヽ

酪

備 考
・化学体積制御設備の主要弁 (2-8879A)及び主配管 (「抽出水再生クーラ～弁 (2-814o、

2-8147)の うち一部の管、弁 (2-8147)～弁 (2-8879B))が認可された工事計画に従い撤去

されていることを確認。

2/



添付資料工3二 (4)

高浜発電所 第2号機  す居イ寸本父査言ユす飛

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 化学体積制御設備

判定基準
工事計画のとおりに据付施工されており、技術基準に適合し

ないものでないこと。           ｀

検査範囲 検査方法 検査年月 日 検査結果

主
配
管

拍出水再生クィラ

チ詳(2=8146)

目 視 、平成2今年 1月 |う 耳 稔

備 考

と

'



添付資料=(4)-1

高浜発電所 第2号機 耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 : 三菱重工業株式会社 原子力事業本部 (神戸 。二見地区)

系 統 名  : 一次冷却材の循環設備

判定基準
(1)耐 圧 検 査 :検査圧力に耐え、かう、異常のないこと。

(2)漏えい検査 :著 しい漏えいのないこと。

検査年月 日 平成 Sゝ年 ′/月 /と 日

検査結果 良

検査範囲

最 高 使 用

圧   カ
(MPa)

耐 圧 検 査

圧   力
(MPa)

保 持 時 間

(min)

漏えい検査

圧   力
(MPa)

閉
止

キ
ヤ
ツ

プ

弁 (2-8379B)

1次冷却材管

ループ A

17.16 之 2、 O ′/ ユ良 (ο

備 考
・使用 した検査用測定機器 圧力計 :正 (′ /争 字 7ア  )副 ( r//盛 必, )

ど7



添付資料二(4)-2

高浜発電所 第2号機 耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所  : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名  : 一次冷却材の循環設備

判定基準
(1)耐 圧 検 査 :検査圧力に耐え、かつ、異常のないことと

(2)漏えい検査 :著 しい漏えいのないこと。

検査年月 平成  年  月  日

＼

検査結果

検査範囲

通 常 運沫

圧   力
(MPa) W

耐 圧 検 査

圧   力
(MPa)

保 持 時 間

(min)

漏えい検査

圧   カ
(MPa)

閉
止
キ
ヤ
ン

プ

弁 (2-8379B)

1次冷却材管

ループ A

15。 41 17。 16

備 考
・使用 した検査用測定機器 圧力計 : 正 ( ) 副 ( )

宅′



添付資料―(4)-3

高浜発電所 第2号機 耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所  : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名  : 化学体積制御設備

判定基準
(1)耐 圧 検 査 :検査圧力に耐え、かつ、異常のないこと。

(2)漏えい検査 :著 しい漏えいのないこと。

検査年月 日 平成之今年 1月 |う 日

検査結果 艶

検査範囲

最 高 使 用

圧   カ
(MPa)

耐 圧 検 査

圧   力
(MPa)

保 持 時 間

(min)

漏えい検査

圧   力
.(MPa)

主
西己
管

抽出水再生クィラ

弁 (2-8146)

18,8 Z?、ο / / Z9、ο

備 考
・使用 した検査用測定機器 圧力計 : 正 (/2?牛f3 ) 菖J(F2つ 今14 )

ゆ沙



添付資料―(5)

高浜発電所 第2号機 検査用測定機器二覧表

絵査年月 日 :平成 うS年 //月 /と 日

〔検査場所 :三菱重工業株式会社 原子力事業本部 (神戸・三見地区)〕

検査年月 日 :平成 2今 年 チ月r3日

〔検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所〕

検査年月 日 :平成  年  月  日

〔検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所〕

゛ダ

検査項 目
検査用

測定機器
計器番号 測定範囲 測定精度

―
校正年月日

校正有効期限

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

|】 ο//、

Iο /虫

′/、 写

と、31

′′17
す.3「

うο′/、

二ο/ユ 、

検査項 目
検査用

測定機器
計器番号 測定範囲

|

測定精度
校正年月日

校正有効期限

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

2つ ||、 1211う

20,7、 3、 31

2θ 11.12、 |ぅ

2012、 1、 多|

検査項 目
検査用

測定機器
計器番号 測定範囲 測定精度

校正年月日

校正有効期限

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計



別添 1(1/6)

設備概要 (平成23・ 08・ 01原第6号 (平成23年 8月 15日 ))

(二)原子力設備

今回の変更の工事のみ記載する。

2.原子炉冷却系統設備 (加圧水型原子力発電設備 )

2,4 -次 冷却材の循環設備に係る次の事項

(6)主要弁の名称、種類、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、

駆動方法モ個数及び取付箇所

変更後

(注 1)

変更前

2-8379B名 称

種    類
(注 2、 3)

逆止め弁

最高使用圧カ MPa
(注4)

17.16

最高使用温度 ℃
(注4)

343

呼 び 径
88

弁箱厚さ HIHi
(注 5)

主
要
寸
法
弁ふた厚さ llln

(注 5)

弁  箱
(注 6、 7)

SCS14A

(注 6、 7)

SUSF316

材
　
料 弁 ふ た

(注 8)

1

駆 動 方 法

個    数

取 付 箇 所

撤 去

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

記載の適正化

既工事計画書には「逆止弁こと記載
′

既工事計画届出書本文 (関シ発第 1イ7号平成 12年 11月 22R届 出)に
記載の弁 (2-8879B、 2-8378B)～ 主冷却材管ル‐プ A、 Bの値
設計図面等に記載なし

既工事計画書には「ステンレス鋼」と記載

設計図面に記載のもの

既工事計画書には弁名称 「2-8879A、 B」 は個数「2」 と記載

ёお



耗

(7)主記管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及

(注 1)記載の適正化
(注 2)既工事計画書には「1次冷却設備」と記載
(注 3)既工事計画書には「弁(2-8379B、 2-8878B)～主冷却材管ルとプAt B」 と記栽

材  料

(mm)

厚  さ径

(mm)

外
最高使用

温  度
(℃ )

最高使用

圧  力
(MPa)

変 更 後

称名

撤  去

変更なし

材  料

SUS316TP

SUS316TP

SUS316TP

SUS316TP

(11.1)

く‐‐．‐，／
く‐‐・．＞／
一

(醒4)

厚   さ

(11.1)

旧
／
贖
／
一

(剛 )

外  径

(89,1)

く８９．‐／
帥
／
一

(89,1)

＜８９．‐／
帥
／
一

最高使用

温  度
(℃ )

343

343

最高使用

圧  力
(MPa)

17,16

17.16

弁(2-8879B)

1次冷却材管
ループA

(注 と、 3)

弁 (2-8378B)

1次冷却材管
ル ー プ B

く狂 1、 3)

変 更 単副

名

(注 1、 2)

称

次

冷

却

材

の

循

環

設

備

渤
霊
郵

ユ

（
”
＼

ｏ
）



別添 1(3/6)

2 8 化学体積制御設備に係る次の事項

(6)主要弁の名称、種類、最高使用圧力t最高使用温度、主要寸法、材料、

駆動方法、個数及び取付箇所′

変更後変更前

2=8379A
名 称

種    類
(注 1、 2)

逆止め弁

MPa
(注3)

17.16
最高使用圧カ

℃
(注 3)

343
最高使用温度

呼 び 径
8B

(注4)
弁箱厚さ

主
要
寸
法
弁ふた厚さ mm

(注4)

弁  箱
(注 5、 6)

A351CF8M材
　
料 弁 ふ た

(注5(6)
A182F316

駆 動 方 法

(注 7)

1
個    数

取 付 箇 所

撤  去

1 の

】活工事計画書には「逆止弁」と記載 '

既工事計画店出書本文 (関シ発第 177号平成 12年 ■ 月 22日 届出)に
記載の弁 (2-d147、 2-8146)～弁 (2-8379B、 2-8378B)の 値

設計図面等に記載なし

Bを二事計画書には「ステンレス鋼」と記載

設計図面に記載のもの

既工事計画書には弁名称 「2-8379Al B」 は個数「2」 と記載

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

〕χ



(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

別 源詢  (4/6)

記載の道正化

既工事計画書には「主形弁」と記載

既工事計画届出書本文 (関シ発第 177号平成 12年 H月 22日 届出)に
記載の抽出水再生クーラ～弁 (2-8146、 2守8147)の値

設計図面等に記載なし             
｀

既工事計画書には「ステンレス鋼」と記載

設計図面に記載のもの

既工事計画書には「空気式」と記載            、

申請範囲外であるが、記載の道正化のために記載 (2-8147は主要弁に該
当しないため見直しを行う)              “

(注 3)

18.8

(注 3)

343

3B

弁 箱材
　
料 弁 ふ た

(注 5、 6)

A182F316

A351CF8M
(注 5、 6)

(注 1、 7)

空気作動
駆 動 方 法

1
個    数

取 付 箇 所

変更前 変更後

(注 8)

2-8147

最高使用圧カ

最高使用温度

呼 び 径
主
要
寸
法

(注4)

名 称

MPa

℃

mm

注4)
mm

種    類

弁ふた厚さ

(注 1、 2)

止め弁

1 弁箱厚さ

ど浄



(7)主配管の名称、 て、最高使用温慶、外径、厚さ及び材料

年
＼

瀬
霊
卵
ユ

（
銅
＼

ｏ

）

(注 1)撤去に伴う記載の道正化
(注 2)「抽出水再生クーラ～弁 (2-8147)」 のうち、管継手を撤去し外径 (88,9)、 厚さ (11,1)′ 及び材料 SUS304TPの配管に変更する。
(注 3)「抽出水再生クーラ～弁 (2-8147)」 のうちて一部の管を撤去する。

変 更 後

最高使用 最高使用
外  径 1厚

名 称 圧 _カ 温  度 さ 材 料

(MPa) (℃ ) (馳咀) (即ml

変更なし

2

変更なし

撤  去

変更なし

変更なし

(注 2)

撤  去

変更なし

(注 1)

抽出水再生クーラ

弁 (2-3146)

変

更

な

し

変 更 日lJ

材  料

SUS271P

SUS316TP

SUS316TP

SUS27TP

SUS3161P

厚   さ

(mm】

(11:1)

(11.1)

(11.1)

/
(11.1)

/

(11.1)

/
(11.1)

/
(11.1)

(1■ 1)

/
(11.1)

/
(8,7)

最高使用
外  径

温 度

(q【】う (llm)

(88,9)

(89.1)

(39,1)

/
(89Ⅲ l)

/343

(88。 9)

/
(38,9)

/
(88,9)

(89,1)

/
(89,1)

/1
(60.5)

最高使用

圧  力
〔MP,lⅢ

18.8

名 称

抽出水再生クーラ

チF(2-8146、  2-8147)

化

学

体

積

制

御

設

備



変 更 後

材  料

撤  去

変更なし

厚   さ

(mm)

外  径

(Ilほ Il)

最高使用

温  度
(℃ )

最高使用
圧  カ
(MPa)

名 称

変 更 単則

材  料

SUS27TP

SUS316TP

SUS316TP

SUS27TP

SUS316TP

SUS316TP

厚   さ

(llEと )

(11.1)

(11.1)

(11.1)

“
'

(11.1)

(11.1)

(>|
(11.1)

/

最高使用
外 径

温 度

(℃ ) (Dm)

(88.9)

(89.1)

(訴 )
/

(88.9)

(89。 1)

348

(要)

1要
)

348

最高使用

圧  力
(MPa)

17.16

17.16

名 称

(注 1、 2)

労卜(2-8147)

弁 (2-8379B)

(注 1、 2)

弁 (2-8146)

ジ|(2-8378B)

・化

学

体

積

制

御

設

備

蛯
、
＼
ｒ

( )内は公称値を示す。
(注 1)記載の適正化
(注 2)既工事計画書には「弁(2-8147(2-8146)ん 弁 (2■8379B、 2-8378B)」 と記栽 削

」
釣
卵
ユ

（
ω
＼

０

）



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番専 :平成 23・ 09・ 06原第3号 99

成績書管理番号 :02     +  ′

疹わiす 年/ρ月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第2号機

2検査申請 検査申請一覧表のとおり

3検査期日    自 令和 ど声年 ′,月 ど3日

杢令和か年rρ月形 R

4セ 検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果二覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :02

/



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 235号

関原発第451号

関原発第206号

関原発弟 620号

関原発第 211号

関原発第 545号

関原発第 82号

関原発第 169号

関原発第 259号

(平成 23年 9月  6日 )

(平成 24年  1月 27日 )

(平成 28年  7月  6日 )

(2020年  3月 24日 )

(2022年 '7月  1日 )

(2022年 12月 15日 )

(2023年  5月 26日 )

(2023年 6月 21日 )

(2023年  7月 26日 )

成績書管理番号 :.02

検査申請―覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

ル



検査結果一覧表

成績書管理番号 :02

a

特記事項

不 レ

検査立会責任者

総 、
そ 収 主任技術者

原子力検査官

考工 翌

M入 彰

みゑ |を

検査結果

ヽ

伶

検査年月日

令和も年

/9角アゼ日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
1          共通事項

成績書管理番号 :02

i          検査年角日1令和 汁 年 /ク 月 ウ

'日
、          1 検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項                イ  |

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 健動・二

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書どおりであるこ

とb

記録確認 Θ・下

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

穿



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(五号検査)

添付資料 3〒 1

使用前検査記録

成績書管理番号 :02

族
斉
準月占:令

11と
年年 /0 月 ケ,'日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準イ薦されていること。 図面等確認 径)・ 二

検査邪計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。         ~

記録確認

系統構成が完了していること。 O
記録確認 ①

‐T

す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録
:(五号検査)

成績書管理番号 :02

襟套年月日:令和よ 年 /う 月 /ど 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

二次冷却材め循環設備  `

主要弁、主配管

化学体積制御設備      i
主要弁、主配管  別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

機能・性能検査

運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

一砲
記録確認

備考                               :

ヽ

・ 目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

b



●                                添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(五号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 102

検査年月日:令和 ど年年
′
/D角 /ぢ 日

検 査場所 .:関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項目 測定値等 検査結果 検査方法

原子炉冷却系統施設

一本冷却材の循環設備

主要弁主主配管

化学体積制御設備

主要弁、主配管

別添1か照 !

運転性能検査

別添 2

運転性能検査記録

参照
一侮 目視

備考

7



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
i  検査用計器一覧表

成績書管理番号

検査年月日:令和 争 年 /♂ 月

添付資料 3-4

:02

チ

'日

8

検査項目 計器名称 計器番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

負
荷
検
査

AルエプRCS平均温度 (保護系)
CHl l分聞平均値    :

2023.6.6

※

BlループRCS平 均温度 (保護系)
CH2 1分 問平均値

202316.6

※

B2ル

「

プRCS平均温度 (保護系)
CH4 1分間平均値

2023.6.6

※

cループRcs平均温度 (保護系)
CH3,1分間平均値

202&6.6

※

加圧器圧力 (保護系)CHl
2023.1,21

※

加圧器圧力 (保護系)CH2
2023.1.21

※

加圧器圧力 (保護系)CH3 2023. 1.21

※

加圧器圧力 (保護系)CH4 2023,1.21

※

加圧器水位CHl
2023。 1.16

※

加圧器水位CH2
2023. 1. 16

※

加圧器水位CH3
2023.1.16

※

加圧器水位CH4
2023.1.16

※

蒸気発生器熱出力合計値
2023.4.5

※

充てんライン流量
1分問平均値

2023.1.17.

※

抽出水流量

l分問平均値

2023.1,16

※

格納容器じんあいモニタ
1分間平均値

2023.3.10

※

格納容器ガスモニタ

l分間平均値
202&&10
※

発電機電力
5分間平均値

202311.10

※

※ :次回定期事業者検査まで (F.S:フルスパン)



別添 1(1/6)

設備概要 (平成 23・ 08・ 01原第 6号 (平成23年 8月 15日 ))

(三 )原子力設備

今回の変更の工事のみ記載する。

2.原子炉冷却系統設備 (加圧水型原子力発電設備 )

2.4 -次 冷却材の循乗設備に係る次の事項

(6)主要弁の名称、種類、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、

駆動方法、個数及び取付箇所

(注 1)

変更前 変更後

名 称
2-8379B

種    類 (注 2、 3)

逆止め弁

最高使用圧力 MPa
(注 4)

17.16

最高使用温度 ℃
(注 4)

343

呼 び 径
3B

弁箱厚さ mm
(注 5)

主
要
寸
法

弁ふた厚さ mm
(注 5)

弁   箱 (注 6、 7)

SCS14A
材
　
料 弁 ふ た

(注 6、 7)

SUSF316

駆 動 方 法

個    数 (注 8)

1

取 付 箇 所

撤  去

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

記載の道正化

既工事計画書には「逆止弁」と記載

既工事計画届出書本文 (関シ発第 177号平成 12年 11月 22日 届出)に
記載の弁 (2と8379B、 2-88783)～ 主冷却材管ループ A、 Bの値
設計図面等に記載なし

既工事計画書には「ステンレス鋼」と記載   |
設計図面に記載のもの

既工事計画書には弁名称「2-8879A、 B」 は個数「2」 と記載

ワ



＼
時

(7)主配管の名称、最高使用圧カ、最高使用温度、外径、厚さ及

( )内は公称値を示す。
(注 1)記載の道正化
(注 2)既工事計画書には「■次冷却設備」と記載
(注 3)既工事計画書には「弁(2・8379B、 2-8378B)｀主冷却材管ルエプA、 B」 と記栽

材  料厚   さ外  径
最高使用
温  度カ

最高使用

圧
材  料厚   さ

‐‐・‐／
‐・・‐／
一

く１‐．‐／
く１‐．‐／
一

外  径

帥
／
帥
／
一

温  度力

最高使用

屋

弁 (2-8879B)

1次冷却材管
ループA

1、 3)

弁  (2-8378B)

i次冷却材管
ループ B

一

次

冷

却

材

の

循

乗

設

備

瀬
霊
謝

ユ

（
山
＼

ｏ

）



別添 1(3/6)

2 8 化学体積制御設備に係る次の事項

(6)主要弁の名称、種類、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、

駆動方法、個数及び取付箇所

の 正

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

既工事計画書には「逆止弁」と記載

既工事計画届出書本文 (関 シ発第 177号平成 12年 ■月 22日 届出)に
記載の弁 (2-8147、 2-8146)～弁 (2-8379B、 2「8378o)の値
設計図面等に記載なし       

′

既工事計画書には「ステンレス鋼」と記載
設計図面に記載のもの

既4事計画書には弁名称「2-8379A、 B」 は個数「2」 と記載

変更前 変更後

名 称
2-8879A

種   類 (注と、2)

逆止め弁

最高使用圧カ MPa
(注 3)

17.16

最高使用温度 ℃
(注 3)

343

呼 び 径
3B

弁箱厚さ mm
(注4)

主
要
寸
法

弁ふた厚・さ mm
(注 4)

弁   箱
(注 5、 6)

A351CF8M
材
　
料
弁 ふ た

(注 5、 6)

A182F316

駆 動 方 法

(注 7)

1
数

取 付 箇 所

撤  去

//



変更前 変更後

称
2-8147

(注8)

種    類 (注 1、 2)

止め弁

最高使用圧力 MPa
(注3)

18.8

最高使用温度 ℃
(注3)

343

主
要
寸
法

呼 び 径
3B

弁箱厚さ mm
(注 4)

弁ふた厚さ Hlm
(注4)

材

料

弁  箱 (注 5、 6)

A351CF8M

弁 ふ た
(注 5、 6)

A182F316

駆 動 方 法
(注と、7)

空気作動

個    数
l

取 付 箇 所

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

男ば

'泰

1(4/6)

語載の道正化

既工事計画書には「玉形弁」と記栽   ｀
既工事計画届出書本文 (関シ発第 177丹平成 12年 111月 22日届出)に
記載の抽出水再生ク‐ラ～弁(2-8146、 2-8147)の値       `
弾計図面等に記載なし :  :   ィ              _
既工事計画書には「ステンレ不鋼」と記載
設計図面に記載のもの

既工事計画書には「空気式」と記載
申請範囲外であるが(記栽の適正化のために記載 (2-8147は 主要弁に該
当しなぃため見直しを行う)

/父レ



材  料

(lll■ )

厚   さ

(Hlm)

外  径
最高使用
温  度
(℃ )

最高使用

圧  カ
(MPa)

去

抽出水再生クーラ

弁 (2-8146)

(注 1)

材  料

SUS316TP

SUS316TP

SUS27TP

SUS316TP

厚   さ

(11.1)

‐‐‘‐ナ／
‐‐・‐＞／
一
(11.1)

/
(11. 1)

/
(11. 1)

(11,1)

/
(11, 1)

/
(8,7)

径外
使用

度

一局最

温

(89,1)

(88.9)

＜８９，‐／
て８９．‐／
一

/

/

343

(39,1)

|(89。 1)

(60.5)

(88.9)

/
(88.9)

/
(88.9)

カ

最高使用

圧

抽出水再生クーラ

チP(2-8146、  2-8147)

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

ぬ

瀬
霊
那
ユ

（
い
＼

ｏ
）

(注 1)撤去に伴う記載の道正化
(注 2)「抽出水再生クーラ～弁 (2-8147)」 のうち、管継手を撤去し外径 (88,9)、 厚さ (11.1)及び材料 SUS304TPの配管に変更する。
(注 3)「抽出水再生クーラ～弁 (2-8147)」 のうち、一部の管を撤去する。



＼
ｔ

( )内は公称値を示す。
(注 1)記載の適正化
(注 2)既工事計画書には「弁 (2-8147、 2-8146)～弁 (2-8379B、 2-88788)」 と記載

材  料厚   さ外  径
最高使用
温  度力

最高使用
圧

材  料

SUS27TP

SUS316TP

SUS27TP

SUS316TP

厚    さ

(11.1)

(ν )

(")

(要 )

(身 )

(mm)

外  径
最

温 度圧  力

(2-8147)

l

(2-8379B)

弁 (2-8146)

弁 (2‐8378B)

1

瀬
霊
郵

ユ

（
ｏ
＼

ｏ
）



様ヽ

連 等 '陛 能 検 査 記 録 表

※

※

尊

発電機

発

電

機

電

力

MW

769
?61
,6イ

86ο

,6r
861
360
86/

Эうo

放射線管理設備

プロセスモユタ

格
納
容
器
ガ
ス

cpm

増餅IDじ
|,▼ x193

|_q守米lσ
116XI伊

inttxtプ

|ヨ 3Xrデ

,,留湘93

29rィ193

k?Dr19ヨ

格
納

容

器
じ
ん

あ
い

cpm

計算機

I熱*|テ

rじxtF

I鰍 1伊
1、SIxIF

k雀判″
141XI伊

'、

43/,♂

|.49イl♂

l_4ら簿♂

化学体積制御設備

抽
出
水
流
量

E「/h

計算機

1共66
|■ 67

|■ 66

1致 66

|■ 6す

13ヽ 6S

,3ヽ み〔

i3.ιl

13、 6S

充
て
ん
水
流
量

“
F/h

計算機

In92
Iに

'7r抗6う

10、も|

1仇,3
10、もi

kスし4

io_6b

lo、ξr.

1  次  .冷   却 f 設   備

二次冷却材温度 カロ 圧 器 蒸気発生器

熱出力

1瞬
分時
値値

MWt

計算機

21-己守、今
21‐37、 路

243St5

21‐36、2
2牛3r7_|

野 3生 0

陸幣θⅢδ
:

24ヨ合、7
2439、2

水   位

チ
ヤ

ン

ネ
ル

Ⅳ

%

計算機

58_4
j8_5

J&5
郊.J

鑑 .5

せ,Hi'_5
も
~D if

ξι、4
Sら、ξ

チ
ヤ

ン

ネ
ル

Ⅱ

%

計算機

rg、▼
j8_8

■ 8

翼 忠

鈴 _忠

菟 _Ъ

Sうとり

勤 、ヮ

53.り

チ
ヤ

ン

ネ
ル

皿

%

計算機

躇 、3

」■4
累蚤

郵Ⅲ5
盈 う

テ■4
幽

粥 、3

粥 、4

チ
ヤ

ン

ネ
ル
II

%

計算機

財 _ヨ

F9_9

『
?_ο

j9、
1

58_守

,9、0

5家 0

SB_9
も
~D、

9

圧   カ

チ
ヤ

ン

ネ
ル

Ⅳ

MPa

計算機

15象
151律

|'_牛2
liェ笠

lg42
ti42

Is.42

lξ_42

IS42

チ
ヤ

ン

ネ
ル

Щ

MPa

計算機

1長謝

IS■4

1欝9
1兵 3η

I気3H

1主 3η

Iよ 39
:0こ39
Ii39

チ
ヤ

ン

ネ
ル

Ⅱ

MPa

計算機

|よ37

IS、3と

lj_3色

1気 36

1菟6
!兵うら

lさⅢEお

!ξ、3ι

I(1,ち

チ
ヤ

ン

ネ
ル

I

MPa

計算機

l'こ今2

|す千キ

ISと |

|せヌとq卜 |

|ユギ|

r摯 |

lξ、41
IS、 41

lS.41

TAVG(平 均)

C
ル
I

プ

℃

針算機

39牛てし

304_t

3伊生b

3伊生6

30(ら

39■ 6

B'4_F)

394し
g函卜と,

B
ル
I

プ

Ⅳ

℃

計算機

3吐 |

B瞼 i
〕吐 |

30`生乞

39■ |

3つ 4_|

394ヽ |

3oと ′ヽ

息2_l

Ⅱ

℃

計算機

3叶、2
3げ生を

3θt子

3吐2
30■2

30■2

e94_2

負o4_2

3042

A
ル
I

プ

℃

計算機

itll黒 |

あ91ぜ争

39午_今

30午_今

3時
30t争

30t今

3o4.4

〕Й 4ヽ
乱磯、4

測定項目

単  位

計器種類

計器番号

制 限値
(※ 1)

時刻

091。 9

('9130

10と 90

lθi30

11と 。。

ltX30

1ク 10こ

I?len

iatOo

測
　
　
定
　
　
値

警報値 (た だし、発電機電力は「定格熟出力〒定運転実施に伴う発電設備の健全性評価春」の発電設備の上限の電気出力、蒸気発生器熟出力瞬時値 (1分値)は原子炉施設保安規定記載値)
ゆらぎ等に伴い発生する瞬時値の逸脱は除く。



1関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書 `

要領書番号 :平成23・ 09・ 06原第3号

疹径伊年 10月

原子力規制委員会



使 用 前 検 査 成 績 書

関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機1,発 電 所 名

2.検 査 申 請

3.検 査 期 日

4.検 査 場 所

5,検 査 範 囲

使用前検査申請番号

関原発第 235号

関原発第451号

関原発第 207号
｀
関原発第 621号

関原発第 212号

関原発第 546号

関原発第 83号
関原発第 ュ70号

関原発第 260号

(平成 23年 9月 6日 )

(平成 24年 1月 27日 )

(平成 28年 7月 6｀日)

(2020年 3月 24日 )

(2022年 7月 1日 ).

(2022年 12月 15日

(2023年 5月 26日 )

(202(3年 6月 21日 )

(2023年 7月 26日 )

自翔μと「れθ月▲
6白

室修 舛年1,月 ど【甲

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦―

原子力設備

原子炉冷却系統設備

二次冷却材の循環設備

、主要弁、主配管

化学体積制御設備

主要弁、主配管



6.検 査 結 ―果

7.特 記 事 項

で し/

検査結果■覧表のとおり

検査結果一覧表

工事の工程 検査結果 電気工作物検査官

一 構造、強度又は漏えいに係る試験を
することができる状態になった時

ル

令不Fど″年rO月 /Ь 日

考工 0

翡爪 を
ル笏 を

五 工事の計画に係る全ての工事が完了
した貯


